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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期
第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 153,168 146,564 320,787

経常利益又は経常損失（△）
（百万円）

519 △901 1,296

四半期（当期）純利益又は四半期
純損失（△）（百万円）

341 △968 1,353

四半期包括利益又は包括利益
（百万円）

281 △1,163 1,601

純資産額（百万円） 14,527 14,347 15,840

総資産額（百万円） 72,704 75,104 70,340

１株当たり四半期（当期）純利益
金額又は１株当たり四半期純損失
金額（△）（円）

6.25 △17.72 24.76

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 20.0 19.1 22.5

営業活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

△3,411 △4,008 921

投資活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

△240 △385 △277

財務活動による
キャッシュ・フロー（百万円）

3,075 3,979 △797

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（百万円）

1,738 1,752 2,167

　

回次
第66期
第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額（△）
（円）

4.21 △6.80

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、第66期第２四半期連結累計期間及び

第66期は、潜在株式が存在しないため、第67期第２四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の復興需要などを背景に景気は緩やかな回

復基調にありましたが、欧州債務問題、海外経済の減速などの影響から輸出や生産は減少し、また、雇用・所得環

境は一部に改善の動きがみられたものの依然厳しく、個人消費は総じて低迷するなど足踏み状態で推移いたしま

した。

　水産物流通業界におきましては、先行き不安などによる消費者心理の冷え込みや生活防衛意識から購買意欲は

低迷し、低価格志向が浸透したまま販売競争が激化するなど厳しい経営環境下にありました。　

　このような環境にあって、当社グループは、全体最適のグループ経営のもと、販売力・調達力の強化、顧客起点志

向の追求、地域に対応したソリューションの提供、業務の効率化、諸経費の節減などに注力し積極的な事業活動を

展開してまいりましたが、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,465億64百万円（前年同期比95.7％）となり

ました。損益面では、売上総利益は98億円（前年同期比89.0％）となり、営業損失8億99百万円（前年同期は営業

利益3億63百万円）、経常損失9億1百万円（前年同期は経常利益5億19百万円）、四半期純損失9億68百万円（前年

同期は四半期純利益3億41百万円）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

＜水産物荷受事業＞

　中央卸売市場を核とする集荷販売機能をもつ水産物荷受事業は、取扱数量は増加したものの販売単価の低下に

より売上高937億70百万円（前年同期比96.9％）、冷凍鮭鱒の市況下落などの影響による売上総利益率の低下及

び貸倒引当金繰入額の増加によりセグメント損失4億29百万円（前年同期はセグメント利益3億34百万円）とな

りました。

＜市場外水産物卸売事業＞

　全国各地を網羅する販売拠点を活かした幅広い流通網をもつ市場外水産物卸売事業は、消費低迷、販売競争の激

化などによる販売数量の減少、エビ商材等の販売価格低迷により売上高525億80百万円（前年同期比93.3％）、間

接経費全般の節減に努めましたが売上高の減少によりセグメント損失3億43百万円（前年同期はセグメント損失

1億28百万円）となりました。

＜養殖事業＞

　九州、四国にて、ハマチ、ブリ、マグロの養殖を展開する養殖事業は、全国的な養殖ブリの在池量増加に加え、競合

する魚種（サーモン、カンパチなど）による市況の影響を受け、養殖ブリの販売数量の減少、販売単価の下落によ

り売上高19億94百万円（前年同期比81.4％）、間接経費全般の節減などに努めましたが販売単価の下落を吸収で

きずセグメント損失2億9百万円（前年同期はセグメント利益93百万円）となりました。

＜食品加工事業＞

　消費地にある食品加工センターにて水産加工、量販店向けにおにぎり等米飯加工などを行う食品加工事業は、平

成23年９月より生産を開始した定塩鮭冷凍製品の販売が寄与し、また、前期末にて連結子会社を１社増加したこ

とにより売上高20億91百万円（前年同期比129.2％）となりましたが、米などの原材料価格の高騰や販売価格低

迷によりセグメント損失90百万円（前年同期はセグメント損失1億32百万円）となりました。

＜物流事業＞

　物流センターにおいて、搬入された水産物等を量販店等の配送先別に仕分け、自社便にて配送を行う物流事業

は、通過物量の減少などにより売上高10億49百万円（前年同期比99.7％）、セグメント損失33百万円（前年同期

はセグメント損失48百万円）となりました。

＜その他＞

　グループの水産物流通を補完するリース事業等その他は、売上高20億37百万円（前年同期比101.5％）、セグメ

ント利益8百万円（前年同期はセグメント損失6百万円）となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて47億63百万円増加し、751億4百万円

となりました。主な要因は、たな卸資産の増加44億65百万円、受取手形及び売掛金の増加10億79百万円によるもの

であります。

　負債は、前連結会計年度末と比べて62億56百万円増加し607億56百万円となりました。主な要因は、支払手形及び

買掛金の増加22億10百万円、借入金の増加46億59百万円によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比べて14億93百万円減少し143億47百万円（自己資本比率19.1％）となりまし

た。主な要因は、四半期純損失の計上9億68百万円及び配当金の支払3億27百万円による利益剰余金の減少12億96

百万円、その他有価証券評価差額金の減少1億97百万円によるものであります。　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べ

て4億14百万円減少し、17億52百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは40億8百万円の支出（前年同期34億11百万円の支出）となりました。仕入

債務の増加23億61百万円（前年同期25億35百万円の増加）がありましたが、たな卸資産の増加44億65百万円（前

年同期45億73百万円の増加）及び売上債権の増加11億83百万円（前年同期20億83百万円の増加）が主な資金の

減少要因となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは3億85百万円の支出（前年同期2億40百万円の支出）となりました。有形

固定資産の取得による支出3億55百万円（前年同期2億10百万円の支出）が主な資金の減少要因となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは39億79百万円の収入（前年同期30億75百万円の収入）となりました。配

当金の支払3億27百万円（前年同期3億27百万円の支払）がありましたが、短期借入金及び長期借入金の借入れに

よる純収入46億59百万円（前年同期36億92百万円の純収入）が主な資金の増加要因となりました。　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 209,159,000

計 209,159,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 55,622,921 55,622,921
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
1,000株　

計 55,622,921 55,622,921 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成24年７月１日～
　平成24年９月30日

－ 55,622,921 － 6,495 － 6,144
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社マルハニチロホールディングス 東京都江東区豊洲三丁目２番20号 7,450 13.39

日本生命保険相互会社 大阪市中央区今橋三丁目５番12号 3,680 6.62

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町一丁目13番２号 2,636 4.74

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１番５号 2,000 3.60

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目２番１号 1,842 3.31

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,742 3.13

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 1,600 2.88

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 1,519 2.73

株式会社大丸松坂屋百貨店 東京都江東区木場二丁目18番11号 1,154 2.08

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社

東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,150 2.07

丸大食品株式会社 大阪府高槻市緑町21番３号 1,150 2.07

計 － 25,925 46.61

　　（注）上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式は全て信託業務に係るものであります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】 

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式（自己保有） 　483,000　

普通株式（相互保有）　 499,000　

－

－
－

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　　　　54,002,000　　 54,002 －

単元未満株式 普通株式　　　　　　　 638,921　　　　　　　 － －

発行済株式総数 55,622,921 － －

総株主の議決権 － 54,002 －

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

ＯＵＧホールディングス㈱

大阪市福島区野田
二丁目13番５号

483,000 － 483,000 0.87

（相互保有株式）

㈱ショクリュー

大阪市中央区日本橋
一丁目22番25号

499,000 － 499,000 0.90

計 － 982,000 － 982,000 1.77

　（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権の数１

個）あります。なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれており

ます。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平

成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,182 1,767

受取手形及び売掛金 ※1
 29,055

※1
 30,135

商品及び製品 16,958 21,434

仕掛品 0 0

原材料及び貯蔵品 128 118

その他 1,326 1,440

貸倒引当金 △279 △391

流動資産合計 49,371 54,505

固定資産

有形固定資産 12,112 12,014

無形固定資産 2,897 2,915

投資その他の資産

投資有価証券 4,973 4,664

その他 2,831 2,916

貸倒引当金 △1,846 △1,912

投資その他の資産合計 5,958 5,668

固定資産合計 20,968 20,599

資産合計 70,340 75,104

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,152 22,362

短期借入金 15,795 20,720

1年内返済予定の長期借入金 1,291 1,242

未払法人税等 120 94

賞与引当金 705 717

その他 3,726 3,611

流動負債合計 41,791 48,748

固定負債

長期借入金 6,768 6,552

退職給付引当金 2,450 2,464

役員退職慰労引当金 68 74

負ののれん 42 8

その他 3,377 2,907

固定負債合計 12,707 12,007

負債合計 54,499 60,756
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,495 6,495

資本剰余金 6,153 6,153

利益剰余金 3,382 2,086

自己株式 △243 △244

株主資本合計 15,788 14,491

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 374 177

繰延ヘッジ損益 △3 1

土地再評価差額金 △324 △324

その他の包括利益累計額合計 46 △145

少数株主持分 5 1

純資産合計 15,840 14,347

負債純資産合計 70,340 75,104
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 153,168 146,564

売上原価 142,161 136,764

売上総利益 11,006 9,800

販売費及び一般管理費 ※1
 10,642

※1
 10,700

営業利益又は営業損失（△） 363 △899

営業外収益

受取利息 5 3

受取配当金 88 88

負ののれん償却額 182 33

その他 105 96

営業外収益合計 382 222

営業外費用

支払利息 165 168

その他 61 54

営業外費用合計 227 223

経常利益又は経常損失（△） 519 △901

特別損失

投資有価証券評価損 61 13

事務所移転費用 － 39

特別損失合計 61 52

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

457 △953

法人税、住民税及び事業税 53 66

法人税等調整額 61 △48

法人税等合計 115 17

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

342 △971

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △3

四半期純利益又は四半期純損失（△） 341 △968
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

342 △971

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △65 △197

繰延ヘッジ損益 4 5

その他の包括利益合計 △60 △192

四半期包括利益 281 △1,163

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 280 △1,160

少数株主に係る四半期包括利益 0 △3
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

457 △953

減価償却費 463 426

投資有価証券売却損益（△は益） △0 －

負ののれん償却額 △182 △33

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 178

退職給付引当金の増減額（△は減少） 41 13

賞与引当金の増減額（△は減少） 69 12

受取利息及び受取配当金 △93 △91

支払利息 165 168

売上債権の増減額（△は増加） △2,083 △1,183

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,573 △4,465

仕入債務の増減額（△は減少） 2,535 2,361

その他 209 △261

小計 △3,034 △3,827

利息及び配当金の受取額 93 91

利息の支払額 △154 △184

法人税等の支払額 △316 △87

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,411 △4,008

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △210 △355

投資有価証券の取得による支出 △14 △14

投資有価証券の売却による収入 1 －

短期貸付けによる支出 △65 －

短期貸付金の回収による収入 63 －

長期貸付けによる支出 △12 △3

長期貸付金の回収による収入 30 32

その他 △33 △44

投資活動によるキャッシュ・フロー △240 △385

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,950 4,925

長期借入れによる収入 170 150

長期借入金の返済による支出 △427 △415

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △287 △350

配当金の支払額 △327 △327

その他 △2 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,075 3,979

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △576 △414

現金及び現金同等物の期首残高 2,314 2,167

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,738

※1
 1,752
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び一部の連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 21百万円 11百万円

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

給料及び手当 3,523百万円 3,480百万円

荷造運搬費 1,787 1,682

賞与引当金繰入額 702 661

退職給付費用 226 234

貸倒引当金繰入額 17 239

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 1,752百万円 1,767百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △14 △14

現金及び現金同等物 1,738 1,752
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

 １株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 　配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 330 6.0平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

 １株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 　配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 330 6.0平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

水産物
荷受事業

市場外
水産物　
卸売事業

養殖事業
食品加工
事業

物流事業 計

売上高           
外部顧客への
売上高

93,78955,0991,475 740 560151,6651,502153,168－ 153,168

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

2,9911,227 973 878 491 6,563 505 7,069△7,069 －

計 96,78156,3272,4491,6181,052158,2292,008160,237△7,069153,168

セグメント利益
又は損失（△）

334 △128 93 △132 △48 118 △6 112 251 363

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業及び水産

物仲卸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額251百万円には、セグメント間取引消去601百万円、のれ

んの償却額△8百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△341百万円が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

水産物
荷受事業

市場外
水産物　
卸売事業

養殖事業
食品加工
事業

物流事業 計

売上高           
外部顧客への
売上高

90,95551,4771,276 794 554145,0581,506146,564－ 146,564

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

2,8151,103 717 1,297 495 6,427 531 6,959△6,959 －

計 93,77052,5801,9942,0911,049151,4862,037153,523△6,959146,564

セグメント利益
又は損失（△）

△429 △343 △209 △90 △33△1,106 8 △1,097 198 △899

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業及び水産

物仲卸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額198百万円には、セグメント間取引消去643百万円、のれ

んの償却額△7百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△437百万円が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額（△）　

6円25銭 △17円72銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）（百万円）

341 △968

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）（百万円）

341 △968

普通株式の期中平均株式数（株） 54,652,194 54,642,435

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第２四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純

損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため、前第２四半期連結累計期間は、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。 

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月13日

ＯＵＧホールディングス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 遠藤　尚秀　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松村　　豊　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西野　尚弥　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＯＵＧホールディ

ングス株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７

月１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＯＵＧホールディングス株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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